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１ 部門名

果樹－リンゴ－病害虫防除

分類コード 04－01－23000000

２ 担当者

岡崎一博・荒川昭弘・阿部憲義

３ 要旨

 1999年～2001年の８月下旬～９月上旬に、殺虫剤の削減を試みたリンゴ園（会津地方は慣行防除）か
らリンゴ葉を採集し、カブリダニ類の発生種を調べた。採集時、ハダニ類の発生は、いずれの地点もリン
ゴハダニが優占種であった。

(1) 1999年、福島県果樹試験場内では、ハダニ類の優占種がナミハダニからリンゴハダニにかわりつつ
あった。ハダニ類の優占種が変化する中で、カブリダニ類の発生に変化は認められず、ケナガカブ
リダニ Amblyseius womersleyiが優占種であった。

(2) 2000年は、福島市、保原町、梁川町、須賀川市および喜多方市の５園から採集できた。カブリダニ
類の種を同定した結果、すべての地点でケナガカブリダニの発生が認められ、喜多方市を除く４地
点では、ミヤコカブリダニ A. californicusの発生も認められた。

(3) 2001年には、福島市、保原町、国見町、安達町、鏡石町、白河市、会津若松市および磐梯町の８園
から採集できた。磐梯町を除く７園では、ケナガカブリダニが確認された。鏡石町では、ケナガカブリ
ダニの他にミヤコカブリダニ、ミチノクカブリダニ A. tsugawai、イチレツカブリダニ A. finlandicasの発
生が認められた。リンゴハダニが恒常的に問題になっている磐梯町では、ニセラーゴカブリダニA. 
eharaiとフツウカブリダニTyphlodromus vulgarisが確認できた。

(4) リンゴ園におけるカブリダニ類の優占種はケナガカブリダニであり、新たに採集された種いずれもハ
ダニ類の捕食性天敵として期待できる。

４ その他の資料等

なし


